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■ 区自治協議会と地域団体の関係 ～ 江南区の将来像 ～
江南区自治協議会  会長　豊 岡　克

　自治協議会は平成19年4月
設置以来、4期8年目を迎え活
動しております。その間、区
内の一体感の醸成に努めて参
りました。合併建設計画も今
年度で終了し、現在は、平成
27年度からスタートする次期
「区ビジョンまちづくり計
画」策定に取り組んでいるところです。目指す区のす
がたとして、①豊かな自然と都市機能の調和が取れた
まち②人と人とのつながりを大切にする安心安全なま
ち③創造的な産業を育む活力のあるまち④未来に向け
て人が輝き文化が育まれるまち⑤区民がまちづくりの
主役として輝くまちの５つを掲げ、区の将来像「緑と
調和した賑わいと安らぎのあるまち」づくりに向け
て、努めて参りたいと思っております。
　ニューフードバレーの形成により、食と農を通じた
地域づくりも提案されております。また、中央環状道
路の測量実施による早期開通も期待されております。
新潟都市圏の中心地点として、今後益々発展する江南
区を夢見て。

　区自治協議会は、区の特色を活かした魅力あるまちづくりを進めるため、地方自治法に基づいて設置された市の附属機関で、市民と行政をつなぐ「協働
の要」として、区民に身近なまちづくりや地域課題の解決のため、多様な意見の調整や取りまとめを行う役割と、総合計画等の計画や公共施設の設置、廃
止などに関して、市長やその他の市の機関から諮問されたものについて意見を述べる審議機関という大きな２つの役割があります。
　委員は、地域のコミュニティ協議会や公共的団体等からの選出者、学識経験者、公募による選出者、市長が必要と認めた人の30人で構成されていま
す。会議は月に1回開催し、必要なときには部会も開催しています。区の課題など自治協議会自ら必要と認めるものについて、審議し、意見を述べたりする
こともでき、自主的な活動なども行っています。

■ 地域コミュニティ協議会から選出された委員を紹介します。
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※江南区には地域コミュニティ協議会が８つあります
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（委員）
・地域コミュニティ協議会から選出された人
・公共的団体など各種団体から選出された人
・学識経験者
・公募委員 など

民生児童委員 など
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岩瀬　耕一
亀田小学校区コミュニティ協議会

地域に住む人の意見を実現するた
め、行政の皆様の協力を得られる
アプローチの仕方をしていきたい
と思います。

本間　一人
横越コミュニティ協議会

次の世代を担う若者支援に努めま
す。住みやすい、働く張り合いの
ある地域になるよう頑張ります。

豊岡　克
両川地区コミュニティ協議会

安全で安心な住みやすいまちづく
り、公共交通の充実、地域の活性
化に努めたい。

湯田　昭子
亀田東小学校区コミュニティ協議会

地域の皆さんと行政のパイプ役と
して、つながりを大切に地域の声
を反映できるようにしていきたい
と思います。

佐藤　正明
横越コミュニティ協議会

合併して良かったと言える一体感
の醸成と副都心・江南区の子供達
に「夢と希望」が持てるように努
めたい。

小林　勲
大江山地区コミュニティ協議会

各地区の隔たりを解消し、高齢化社
会に向けての公共交通のあり方と、
防災・福祉に関わる諸問題の改善
を目指し努力したいと思います。

佐藤　洵吉
早通小学校区コミュニティ協議会

学校、自治会と連携して安全安心
に暮せる郷土づくりに取り組みた
い。趣味はゴルフ。

野上　敏
曽野木地区地域づくり協議会

生まれ育った江南区に子どもたち
が未来に夢がもてるまちづくりを
目指して努力いたします。

比企　裕子
大江山地区コミュニティ協議会

地域教育コーディネーターとして
子どもたちと一緒に考え、声を届
け、より良い江南区にしていけたら
と思います。

目黒　勝
亀田西小学校区コミュニティ協議会

「安心・安全のまちづくり」
老若男女、命あっての町づくり、残
り少ない人生、地域の防災減災に取
り組んで行きたい。

中野　高子
曽野木地区地域づくり協議会

安心・安全でみんなが住みやすい
まちにしたいと思っています。普
段は東曽野木小学校の地域教育
コーディネーターをしています。

地域の声を
届けます。
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※会議の日程は区役所だより、区ホームページでご案内しています。
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まちづくり部会まちづくり部会

江 南 区 自 治 協 議 会 通 信 平成26年9月21日発行

　まちづくり部会では一昨年から市民活動紹介パネルの作成を行い、区
内で行われるイベントで展示し、地域活動活発化の参考にしていただく
ための活動をしています。
　日本中で高齢化がすごいスピードで進行しています。我が江南区でも
他人事ではありません。まちづく
り部会では住民の皆様が生活す
る上で買い物の支援が必要なの
ではとの考えから、曽野木地区を
モデルにアンケート調査を実施い
たしました。その結果、現在は家
族の応援などで何とかやれてい

るとの意見が多かったように思い
ますが、10年後は今のままだと
大変困った状態になるとの意見
も多く目につきました。そこで我
が部会では現在行われている
サービスにどのようなものがある
のか調査するとともに、新たに地
域の商店会のサービスを掘り起
こし、生活者の便利さを応援していく活動を続けていくことで、住みよい
地域づくりの一助にしたいと考えています。
（部会長：岩瀬 耕一）

　江南区自治協議会では、「まちづくり部会」、「環境・教育部会」、「安心安全部会」の3部会を設置し、区の様々な課題解決に向けて、それぞれの
所管分野に沿ったテーマの調査研究や実践に向けた提案などを自主的・主体的に検討しています。各部会の検討結果は、区自治協議会に報告さ
れ、必要に応じ審議されています。

■部会の活動を紹介します。

～ 特色ある区づくり予算・区役所企画事業レポート ～～ 特色ある区づくり予算・区役所企画事業レポート ～

環境・教育部会環境・教育部会
　私達環境・教育部会は昨年大江山地域、曽野木地域の小学生を対象
に「子ども会議プロジェクト」と題して、各地域でワークショップを行い、
子ども達の地域に対する理解度や子ども目線から見える地域の子どもを
取り巻く環境などを話し合いました。
　子どもの行動範囲は限られて
いて、自分の住む地域を完全に知
るということは難しい面もあると
思いますが、大人に寄せる期待や
地域の美化運動などには厳しい
注文がよせられました。
　今年度の「子ども会議プロジェ

クト」は、11月から12月にかけ
て横越地域、両川地域で実施
する予定です。横越地域にお
いてはここ2年間、3年生を対
象に地域を知る（お宝発見）事
業を地域教育コーディネー
ターと行っており、地域の史跡
などはより理解度が深まると思
います。
（部会長：本間 一人）

安心安全部会安心安全部会
　安心安全部会は、防犯・防災・交通安全・地域医療、福祉、その他子ど
も達をはじめ、地域住民の安心安全につながる諸課題に積極的に取り組
んでいる部会です。
　平成24年度より区内の小学校高
学年を対象とした、地域の地勢を知
り、標高を測量し、海抜看板を設置
する事業を実施し、昨年度までに、
区内10小学校すべてで測量体験を
しました。今後、希望校の継続実施
が行える道筋ができたと思っており

ます。
　今年度は、区内の4つの小学校が測量
体験を行うほか、希望した自治・町内会へ
海抜板を配布し、地域の方々に設置して
もらい、地元の海抜を知っていただく事業
を実施します。また、新潟市ですすめてい
る高齢社会における医療・介護・生活支援
等、可能な活動を行政と協働し、取り組ん
でいく予定です。
（部会長：目黒　勝）

　「特色ある区づくり予算」とは、平成19年度の区制施行の際に創設され
た制度で、わたしたち自治協議会委員の意見を反映させながら、区独自の
課題解決に向けた取り組みなど区内でソフト事業を展開するものです。
　江南区では、今年度、11の事業を実施する予定です。今回は、その中か
らわたしたちの声も参考にされ、企画された事業『未来へつなごう！中高生
「やりたいこと」応援プロジェクト』についてレポートします。
　平成27年4月にオープン予定の（仮称）江南区福祉総合センター。その中に
設置される“中高生応援スペース”について区役所の方にお話を伺いました。
区民のみなさんからの「子どもたちの居場
所を設置して欲しい」という意見をもとに
構想が始まった“中高生応援スペース”。
　他都市の取り組みを参考にしながら検
討を重ねていく中、自治協議会委員からも
「中高生が夢を持てるようなしかけづくり

を」との声もあり、昨年度より利用者となる区内の
中高生を集めてワークショップを数回にわたり開
催しています。
　ワークショップでは、子どもたちの自主性が引き
出せるよう、できるだけ大人は入らずに話せる場
づくりを意識しているとのこと。
　中高生が放課後過ごせる場として、またや
りたいことを実現できる場として、中高生自身
の目線で「どんな場にしたいか」「どんなこと
をやってみたいか」を話し合いながら、オープ
ンに向けての準備を進めているところです。
　子どもたちの持つ力を信じながら、わたしたち大人も「見守る」ことで子
どもたちの夢への一歩を応援できたらと思います。
（広報紙発行特別部会：今井　麻奈美、田邉　由美子）

『未来へつなごう！中高生「やりたいこと」応援プロジェクト』

パネル掲示（江南区文化会館）

部会の様子（プロジェクトの内容などについて審議）

「子ども会議プロジェクト」リーフレット

　設置された海抜表示板亀田西小学校児童による測量体験

中高生応援スペース検討ワークショップ

CHUKOらんどチノチノ視察・交流（茅野市）

買い物支援視察（南区月潟地区）
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